
適切かつ持続的な事業運営に向けて、現状と課題を整理したうえで、事業運営のあり方（①下水道管理の現状の
評価②下水道管理者である地方公共団体の役割、③下水道管理者の組織体制の強化・効率化や組織体制の補
完・支援システム）について、以下のスケジュールで検討を行う。

検討内容と今後のスケジュール（案） 資料５

完 支援システム）について、以下のスケジュ ルで検討を行う。

１．検討会の設置趣旨について
２．下水道事業の現状について
３．下水道事業運営に関する現状について
４．検討内容と今後のスケジュール

◇第１回検討会

平成２５年３月２２日（金）

スケジュール 検討内容

○市町村からのヒアリング（５市町村程度、各２５分（うち質疑１０分）程度）
＜ヒアリング対象＞
下水道課がある市町村、下水道が概成し主に維持管理を実施している市町村、包括的民間委託
を実施している市町村、流域関連公共下水道を行い主に管渠の建設・維持管理を実施している市
町村 等

＜ヒアリングのポイント＞
・現状の組織体制、業務内容、人材育成等の取組の現状
・下水道管理者が行うべきと考えている業務内容

○都道府県からのヒアリング（２県程度、各２５分（うち質疑１０分）程度）
＜ヒアリング対象＞
下水道課があり市町村への助言等にも熱心と思われる都道府県、下水道公社を廃止した都道
府県 等

＜ヒアリングのポイント＞
・現状の組織体制、業務内容、人材育成等の取組
・市町村の公共下水道事業について助言を行う中での管内中小市町村の組織体制の現状と課題
・下水道管理者が行うべきと考えている業務

○下水道公社等からのヒアリング（２公社程度、各２５分（うち質疑１０分）程度）
＜ヒアリング対象＞
市町村支援を実施している公社、存廃の議論があった公社 等

◇第２回～第４回検討会

平成２５年４月～７月頃

市町村支援を実施している公社、存廃の議論があった公社 等
＜ヒアリングのポイント＞
・現状の組織体制、業務内容（市町村支援等）
・存廃の議論・その議論を踏まえた今後の公社の組織体制のあり方や役割

○現地調査

○民間企業からのヒアリング（２企業程度、各２５分（うち質疑１０分）程度）
○日本下水道事業団からのヒアリング（２５分（うち質疑１０分）程度）
○他事業の事例紹介（事務局）

平成２５年９月頃

○下水道管理者である地方公共団体の役割について
○下水道管理者の組織体制の強化・効率化や補完・支援システムのあり方について

◇第５回検討会

平成２５年１１月頃

◇第６回検討会
下水道管理の現状の評価及び下水道事業運営に関する基本的な方向性のとりまとめ

※スケジュールは現時点での案であり、今後の検討会の議論等により変更となる可能性がある。

平成２６年１月～

◇第７回検討会～
検討会の議論等により必要に応じて検討を実施


